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１　運営方針
当法人は、疾病の早期発見や早期治療のための健診だけでなく、健康教育などの一次

予防を一体的に行い、県民が健康な生活を送ることに貢献すべく事業の推進に取り組ん
できました。
特に、巡回健診と施設健診等の総合的な健診を実施することにより、調査研究に必要

なデータをより多く確保し、収集した情報を分析し、研究成果を社会に情報発信するこ
とにより、疾病の予防や治療の質の向上に寄与することを目的に業務の遂行を実施しま
した。
また、県、市町村、各団体等と連携しながら普及啓発活動を実施したことにより、県

内のさらなる健診受診率の向上に努めました。

２　公益目的事業
１）　調査研究等事業

健診事業等を通じて得られた情報を基に結果を分析し、その成果をまとめた事
業報告書を発刊し、県、市町村、各関係機関等に配布し、健診事業全般について
のあらゆる情報提供に努めました。

⑴　県受託事業
ア　生活習慣病管理指導等事業の実施に関する業務

生活習慣病管理指導等事業の部会・検討会・講習会の運営と、がん登録をし、
罹患率、受診状況等の集計及び解析を行いました。

　　　　部会・開催状況　　　11 回
　　　　検討会・開催状況　　3回
　　　　講習会・開催状況　　1回
イ　「ＨＰＶワクチン効果検証事業」に関するデータ入力業務

⑵　疫学調査
国立大学法人徳島大学（糖尿病対策センター）とインスリン抵抗性惹起によ

り糖尿病及びメタボリック症候群発症に寄与する因子を同定する疫学調査の血
液検査を実施（実施人数 1,450 名）。

Ⅴ　事業報告
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３）　普及啓発事業
⑴　広報活動
ア　がん、結核をはじめとした生活習慣病や各種疾病の予防知識の啓発と意識
の高揚を図るため、全県的に幅広い広報活動を積極的に展開しました。
特に、市町村が実施する健康教室等に講師を派遣し、がん等の生活習慣病
の予防について講演を行いました。

イ　（公財）日本対がん協会が発行する「対がん協会報」等や（公財）結核予防
会が発行する「複十字」等を各市町村、関係機関等に無料配布をしました。

ウ　生活習慣病、がん、結核等の啓発資材を保健所等に貸し出しを行いました。
エ　四国労働金庫が社会貢献活動の一環として実施している「ピンクリボンプ
ロジェクト」による寄附を活用し、乳がん触診モデルを整備するほか、乳が
んのセルフチェック等パンフレットを各種イベント開催時に配布し、乳がん
の自己検診法の普及啓発を行いました。

オ　機関紙「健診センターだより」を発行し、各市町村、保健所、事業所等に
配布し生活習慣病予防の普及啓発に努めました。

⑵　各種行事への参加・共催
ア　国、県、中央団体が実施する「がん征圧月間」、「結核予防週間」「健康増進
普及月間」等に呼応して集中的な広報活動を県下一円で展開しました。
特に、がん征圧月間である 9月には、4台の胃がん検診車にがん征圧月間
PR用カッティングシールを貼付し広報活動に努めました。

イ　9月 12 日には、徳島県、全国健康保険協会徳島支部、徳島県教育委員会と
の共催により、「健康を考える県民のつどい」を開催し、健康づくり推進活動
功労者及び功労団体の表彰や特別講演と寸劇を実施しました。

ウ　11 月 14 日の「世界糖尿病デー」を中心に１ヶ月間、施設建物前の植木を
ブルーライトアップし、糖尿病予防の普及啓発に努めました。

⑶　（公財）日本対がん協会との連携事業
ア　がん征圧月間である、9月 8日、9日に京都府京都市において開催された、「が
ん征圧全国大会」に職員 2名が参加しました。

イ　10 月 1 日、2日には、「リレー・フォー・ライフとくしまｉｎ東新町商店街」
に参加しました。
また、10 月 8 日、9日には、「リレー・フォー・ライフ小松島」で、肺がん、
乳がんの無料検診を実施し、パンフレットの配布、乳がん触診モデルの展示
を行ったほか、当機構の職員でチームを編成し、がん征圧への願いを込めて
24 時間交替でタスキリレーを行うなど積極的に参加しました。

⑷　（公財）結核予防会との連携事業
ア　毎年 8月 1 日から全国的に行われる複十字シール運動の開始にあわせ、全
国結核予防婦人団体連絡協議会徳島県支部長及び 4名の副支部長と、当機構
の幹部の役職員が徳島県知事を表敬訪問し、同運動に対する理解と協力をお
願いしました。

イ　結核予防会が発行する結核に関する図書の斡旋を行い、結核予防に関する
知識の向上と普及啓発に努めました。
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健　診　事　業



γ

Ⅵ　健診事業
１　住民健診

⑴　特定健康診査
総受診者数は 10,372 人で、メタボリックシンドロームの基準に該当し、食生活の見直しや運動療法が必

要な者が 1,413 人（13.6％）、予備群該当者が 1,016 人（9.8％）、該当しなかった者が 7,942 人（76.6％）であった。
男女別割合では、基準該当の割合が男性で 23.8％、女性で 6.3％であり、該当割合は男性が女性の約３倍
以上であった。
保健指導レベルにおいては、積極的支援の割合が男性で 7.5％、女性で 1.3％であり、該当割合は男性が
女性の約 5.8 倍であった。
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⑵　肝炎ウィルス検査
肝炎ウイルス検査を特定健康診査に併用し市町村において実施した。総受診者数は、1,296 人で、そのう

ちＢ型肝炎（ＨＢｓ抗原検査）受診者数は 1,294 人、陽性者が 7人（0.54％）であった。Ｃ型肝炎（ＨＣＶ
抗体検査）受診者数は 1,294 人で感染している可能性が高い者は 3人（0.23％）であった。
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２　事業所健診

⑴　定期健康診断
労働安全衛生法による定期健康診断と、血液検査項目等を追加した健康診断を合わせて 30,650 人に実施
した。
総合的な判定区分は、異常なし 3,023 人（9.9％）、要指導 10,556 人（34.4％）、要医療 17,071 人（55.7％）であっ
た。
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⑵　結核検診
Ｘ線撮影による総受診者数は 27,989 人。
要精検者数は 365 人で、そのうち精検受診者数は 268 人（精検受診率 73.4％）であった。
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⑶　特殊業務従事者健康診断
特殊健康診断の種類は、じん肺、放射線業務従事者、漁業取締等業務従事者、振動工具取扱業務従事者、

有機溶剤取扱業務従事者、トキソプラズマ検査、福祉現業職員等、ＶＤＴ作業従事者、特定化学物質等、
ペニシリン掻皮テスト検査である。
総受診者数は 4,168 人で、そのうち要精密検査 291 人（7.0％）であった。
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３　がん検診

⑴　胃がん検診
胃がん検診は、一般住民を対象とした住民検診と事業所、団体等の職員を対象にした事業所検診を実施

した。
平成 28 年度の総受診者数は、24,736 人であった。
住民検診受診者数は、16,728 人、要精検者数 1,484 人（要精検率 8.9％）、精検受診者数 1,267 人（精検受

診率 85.4％）、がん発見者数 30 人（がん発見率 0.18％）であった。
事業所検診受診者数は、8,008 人、要精検者数 309 人（要精検率 3.9％）、精検受診者数 205 人（精検受診

率 66.3％）、がん発見者数 2人（がん発見率 0.02％）であった。

3232



3333



3434



3535



3636



3737



 
16,728  

67.6% 

 
8,008  
32.4% 

 

 
8,059  
48.2%  

7,185  
43.0% 

 
1,484  

8.9% 

 

 
5,678  
70.9% 

 
2,021  
25.2% 

 
309  
3.9% 

 

 
1,267  
85.4% 

 
217  
14.6% 

 

 
205  
66.3% 

 
104  
33.7% 

 

 80  
6.3% 

 30  2.4% 

 1  
0.1% 

 39  
3.1% 

 121  
9.6% 

 38  3.0% 

 15  
1.2% 

 
778  
61.4% 

 94  
7.4% 

 69  
5.4% 

 2  0.2% 
 

 19  
9.3% 

 2  1.0% 

 0  
0.0% 

 6  
2.9% 

 11  
5.4% 

 5  2.4% 

 8  
3.9%  

120  
58.5% 

 14  
6.8% 

 20  
9.8% 

 

胃がん検診

3838



⑵　子宮頸がん検診
子宮頸がん検診は、日本産婦人科医会・徳島大学医学部の協力を得て、一般住民と事業所を対象に実施し、
平成 28 年度の総受診者数は、5,262 人であった。
住民検診受診者数は 2,356 人、頸部細胞診要精検者数 16 人（要精検率 0.7％）、精検受診者数 11 人（精
検受診率 68.8％）、頸がん発見者数 8人（がん発見率 0.34％）であった。体がん精密対象者は 16 人（0.7％）、
精検受診者数 7人（精検受診率 43.8％）、体がん発見者数 0人（がん発見率 0.00％）であった。
事業所検診受診者数は 2,906 人、頸部細胞診要精検者数は 26 人（要精検率 0.9％）、精検受診者数 18 人（精

検受診率 69.2％）で頸がん発見者数は 10 人（がん発見率 0.4％）であった。体がん精密対象者は 0人、精
密検査受診者数は 0人、がん発見者数は 0人であった。
なお、併用して任意で行ったHPV-DNA検査は、住民検診で受診者数 182 人、うち陽性者は 11 人、事
業所検診では受診者数 239 人、うち陽性者は 18 人であった。

40



41



42



43



44



 
2,356  
44.8% 

 
2,906  
55.2% 

 

 
2,267  
96.2% 

 
73  
3.1% 

 16  
0.7% 

 

 
2,827  
97.3% 

 
53  
1.8% 

 26
 0.9% 

 

 
11  

68.8% 

 
5  

31.3% 

 

 
18  

69.2% 

 
8  

30.8% 

 

 1  
9.1% 

 8  
72.7% 

 
2  

18.2% 

 
 

 1  5% 

 10
 55.6% 

 
7  

38.9% 

 

子宮頸がん検診

45



⑶　乳がん検診
平成 28 年度の総受診者数は、8,857 人であった。
住民検診は受診者数 5,579 人のうち、マンモグラフィのみの受診者は 5,530 人で要精検者数 259 人（要精

検率 4.6％）、精検受診者数 238 人（精検受診率 92.2％）、がん発見者数 33 人（がん発見率 0.59％）であった。
事業所検診は、受診者数 2,978 人のうち、マンモグラフィのみの受診者数は 1,800 人で要精検者数 63 人

（要精検率 3.5％）精検受診数 54 人（精検受診率 85.7％）、がん発見者数は 5人（発見率 0.27％）、視触診・
マンモグラフィ併用による受診者数は 520 人、要精検者数 19 人（要精検率 3.7％）、精検受診者数 18 人（精
検受診率 94.7％）、がん発見者数は 1人（発見率 0.19％）、乳腺超音波検診のみによる受診者数は 542 人、
要精検者数は 10 人（1.8％）、精検受診者数は 9人（精検受診率 90.0％）、がん発見者数はなかった。視触
診と乳腺超音波検診併用 2人、マンモグラフィと乳腺超音波検診 133 人、視触診・マンモグラフィ・乳腺
超音波検診 13 人であった。
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乳がん検診
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⑷　大腸がん検診
大腸がん検診は、免疫学的便潜血反応検査を実施した。
平成 28 年度の総受診者数は、24,633 人であるが、2日法で実施したのは 21,110 人、1 日法で実施したの

は 3,523 人であった。
住民検診では 2日法の受診者数は 12,688 人、要精検者数 1,374 人（要精検率 10.8％）、精検受診者数 1.086
人（精検受診率 79.0％）、がん発見者数 27 人（がん発見率 0.21％）であった。
事業所検診の受診者数は、2日法で 8,422 人、1 日法で 3,523 人を実施した。要精検者数は 933 人（要精

検率 7.8％）で、がん発見者数 6人（がん発見率 0.05％）であった。
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⑸　肺がん検診

66



67



肺がん検診は、胸部Ｘ線撮影とそのダブルチェック、比較読影のうえ、高危険群の 3日連続喀痰細胞診
により総合判定する方法で実施した。
平成 28 年度のＸ線検査実施者数は 30,506 人、喀痰細胞診実施者は 1,321 人であった。住民検診はＸ線検
査 27,638 人実施し要精検者数 777 人（要精検率 2.8％）、喀痰細胞診はＸ線検査者の 4.8％に当たる 1,279 人
に実施し、要精検者 0人であり、総合判定で要精検者数 777 人（要精検率 2.8％）、精検受診者数 682 人（精
検受診率 87．8％）、がん発見者数 28 人（がん発見率 0.10％）であった。
事業所検診は、Ｘ線検査 2,868 人、喀痰細胞診 42 人実施し、要精検者数 34 人（要精検率 1.2％）、精検

受診者数 21 人（精検受診率 61.8％）、がん発見者数 0人（がん発見率 0.00％）であった。
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⑹　前立腺がん検診
前立腺がん検診は、血液中のＰＳＡ（前立腺特異抗原）による検査を特定健康診査、事業所検診に併用、

または単独で実施した。受診者数 5,396 人、がん発見者数 19 人（がん発見率 0.35％）であった。
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⑺　超音波検査
腹部・頸部超音波検査は、施設健診に加え、一般住民と事業所を対象とした超音波検診車による巡回検

診を実施した。
腹部超音波検査の総受診者数は、6,818 人であった。
住民検診受診者数は 2,380 人、要精検者数 89 人（要精検率 3.7％）、がん発見者数 2人（がん発見率 0.08％）

であった。事業所検診受診者数は 4,438 人、要精検者数 109 人、（要精検率 2.5％）、がん発見者数は 1人（が
ん発見率 0.02％）であった。
頸部超音波検査の総受診者数は、5,923 人であった。
住民検診受診者数は 2,351 人、要精検者数 60 人（要精検率 2.6％）、がん発見者数 1人（がん発見率 0.04％）

であった。
事業所検診受診者数は 3,572 人、要精検者数 31 人（要精検率 0.86％）、がん発見者数は 1人（がん発見
率 0.02％）であった。
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４　学校保健

⑴　結核検診
学校検診については、12,047 人実施し、要精検者数は 15 人（要精検率 0.12 ％）、精検受診者数は 9 人（精
検受診率 60.0 ％）であった。

⑵　心電図検査
検診総受診者は 1,839 人で、その内訳は小学校 87 人、中学校 380 人、高等学校 784 人、支援学校 310 人、

大学 278 人であった。
結果は、異常なし 1686 人（91.7％）、経過観察 68 人（3.7％）、要精検 85 人（4.6％）であった。
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⑶　尿検査
幼児、児童、生徒、教職員を対象に 2,661 人の検査を実施した。
項目毎の陽性率は、全体で蛋白 0.60％、潜血 0.98％、糖 0.19％であった。

⑷　ぎょう虫検査
乳幼児、小学校、支援学校の児童、生徒を対象にセロハンテープ法によるぎょう虫検査を実施した。
実施人数は 199 人で、陽性率は 0.00％であった。
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５　その他

⑴　骨粗鬆症検診
骨粗鬆症検診は、橈骨の骨密度をDXA法で測定し実施した。
受診者数は 5,814 人、異常なし 4,030 人（69.3％）、要指導 1,047 人（18.0％）、要精検 737 人（12.7％）であっ
た。また、要精検 737 人のうち精検受診者数は 336 人（45.6％）、精密検査の結果、治療を必要としない 68
人（20.2％）、治療を必要とする 260 人（77.4％）であった。
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６　人間ドック（再掲）

施設における人間ドック（協会けんぽ・事業所ドック・国保ドック）は、住民健診・事業所健診・がん
検診の集計にも含まれているが、人間ドックについて改めて再掲する。
受診者数は、7,931 人で、男女別の受診状況をみると、男性が 4,033 人（全体に占める割合は 50.9％）、

女性が 3,898 人（49.1％）であり、男性と女性に大きな差は無かった。
年齢別の受診状況をみると、50 ～ 59 歳が 2,276 人（28.7％）と最も多く、40 ～ 49 歳が 2,183 人（27.5％）
と続いており、40 歳代と 50 歳代をあわせて全体の約 6割を占めている。
有所見率は、男性 98.5％、女性で 97.3％であった。
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７　特定保健指導

平成 28 年度、特定保健指導該当者のうち、依頼のあった 132 人に対して、保健指導を実施した。
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８　胃内視鏡検査（胃カメラ）

人間ドックにおける受診者は 2,520 人（男 1,280 人、女 1,240 人）、精密受診者は 319 人（男 185 人、女 134 人）
であった。なお、精密受診者は住民・事業所・人間ドックの胃がん検診（X線検査）において要精密の判定だっ
た人等のうち、当機構で胃内視鏡検査を受けた人である。
胃がん発見数は 14 人（早期 10 人、進行 4人）、食道がん発見数は 3人（早期 3人、進行 0人）であった。
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　　　平成 28年度

健診データの分析
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Ⅶ　平成 28 年度 健診データの分析
１　特定健診・定期健診の性別・年齢階級別集計
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３　各種検診問診集計
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